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農
業
集
落
の
変
容
と
地
域
資
源
管
理
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
2
0
0
5
年
農
村
集
落
調
査
の
分
析
か
ら
―
 

本
稿
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
政
策
研
究
第
１４
号
『
日
本
農
業
・
農
村
の
新
た
な
構
造

変
化
―
2
0
0
5
年
農
業
セ
ン
サ
ス
の
分
析
―
」（
平
成
２０
年
7
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
 

          １
　
は
じ
め
に
 

 
農
山
村
地
域
に
お
け
る
人
口
減
少
と
少
子

高
齢
化
の
並
進
は
、
農
業
生
産
の
担
い
手
不

足
に
よ
る
生
産
活
動
の
停
滞
や
耕
作
放
棄
地

の
増
加
を
も
た
ら
す
ば
か
り
で
な
く
、
地
域

社
会
の
基
礎
的
単
位
で
あ
る
農
業
集
落
が
持

つ
共
同
機
能
を
弱
体
化
さ
せ
、
定
住
基
盤
や

地
域
資
源
の
荒
廃
を
招
く
要
因
と
な
っ
て
い

る
。
 

こ
れ
ま
で
当
研
究
所
で
は
、
農
業
集
落
の

変
容
プ
ロ
セ
ス
と
農
業
生
産
や
資
源
管
理
活

動
と
の
か
か
わ
り
を
定
量
的
に
分
析
し
、
①

構
成
農
家
数
が
一
桁
と
な
っ
た
農
業
集
落
で

集
落
機
能
の
消
失
が
起
こ
っ
て
お
り
、
農
家

数
が
4
戸
以
下
で
あ
っ
た
集
落
の
約
半
数
は

存
続
し
て
い
な
い
こ
と
、
②
構
成
農
家
数
の

減
少
に
よ
る
農
業
集
落
の
小
規
模
化
が
、
寄

り
合
い
の
停
滞
等
、
集
落
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

機
能
を
低
下
さ
せ
て
い
る
こ
と
、
③
農
業
集

落
の
小
規
模
化
と
そ
れ
に
と
も
な
う
集
落
機

能
の
低
下
は
、
集
落
内
農
地
の
集
団
的
利
用

や
農
道
等
の
農
業
関
連
施
設
の
共
同
管
理
を

後
退
さ
せ
、
結
果
と
し
て
耕
作
放
棄
地
の
増

加
を
招
い
て
い
る
こ
と
等
を
明
ら
か
に
し
て

き
た
　（1）

。
 

2
0
0
0
年
の
農
業
集
落
調
査
以
降
も
農

家
数
の
減
少
は
続
い
て
お
り
、
こ
れ
ら
事
態
の

進
行
は
、
近
年
よ
り
深
刻
化
し
て
い
る
可
能

性
が
高
い
。
本
稿
で
は
、
2
0
0
5
年
農
業

セ
ン
サ
ス
の
付
帯
調
査
と
し
て
実
施
さ
れ
た

農
村
集
落
調
査
の
デ
ー
タ
（
一
部
組
替
集
計

結
果
を
含
む
）
を
用
い
、
農
業
集
落
の
機
能

と
活
動
、
特
に
農
業
関
連
施
設
の
管
理
を
通

じ
た
地
域
資
源
の
保
全
活
動
が
い
か
な
る
実

態
に
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
の

か
、
地
域
属
性
を
踏
ま
え
明
ら
か
に
す
る
　（2）

。 

 

2
　
集
落
機
能
の
変
化
 

 
農
業
集
落
の
機
能
を
、
こ
れ
ま
で
の
農
業

集
落
調
査
や
今
回
の
農
村
集
落
調
査
か
ら
定

量
的
に
把
握
し
、
比
較
す
る
こ
と
は
容
易
な

こ
と
で
は
な
い
が
、
そ
の
指
標
の
一
つ
が
集

落
に
お
け
る
「
寄
り
合
い
」
の
開
催
状
況
で

あ
ろ
う
。
農
業
集
落
で
行
わ
れ
て
い
る
道
ぶ

し
ん
等
の
共
同
作
業
は
、
す
べ
て
集
落
内
で

の
話
し
合
い
を
経
て
行
わ
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
 

そ
こ
で
、
第
1
表
に
よ
り
過
去
1
年
間
の

寄
り
合
い
開
催
状
況
を
見
る
と
、
開
催
回
数

別
の
農
業
集
落
構
成
（
全
国
）
は
、

2
0
0
0
年
調
査
に
比
べ
「
3
〜
6
回
」
の

農
業
集
落
割
合
が
や
や
低
下
し
て
い
る
程
度

で
あ
り
、
大
き
な
変
化
は
な
い
。
し
か
し
、

農
業
地
域
類
型
別
に
見
る
と
、
若
干
の
違
い

が
窺
え
る
。
平
地
農
業
地
域
は
山
間
農
業
地

域
に
比
べ
、
総
じ
て
寄
り
合
い
を
頻
繁
に
開

催
し
て
い
る
集
落
が
多
い
が
、
こ
こ
5
年
間

の
動
き
を
見
る
と
「
13
回
以
上
」
の
集
落
割

合
が
1
・
4
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
、
逆
に
「
0

〜
2
回
」
で
0
・
8
ポ
イ
ン
ト
上
昇
す
る
な

ど
、
寄
り
合
い
回
数
を
減
ら
し
た
農
業
集
落

が
出
現
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。
集
落
平

均
の
開
催
回
数
も
9
・
3
回
か
ら
9
・
0
回

に
減
少
し
て
い
る
。
 

一
方
、
山
間
農
業
地
域
で
は
、
平
地
農
業

地
域
と
は
対
照
的
に
寄
り
合
い
回
数
の
少
な

い
区
分
の
集
落
割
合
が
低
下
し
、「
13
回
以

上
」
の
割
合
が
16
・
6
%
か
ら
17
・
9
%
に

上
昇
し
て
お
り
、
集
落
平
均
の
寄
り
合
い
開

催
回
数
も
僅
か
だ
が
増
え
て
い
る
。
寄
り
合

い
の
主
な
議
題
を
見
て
も
、
山
間
農
業
地
域

で
は
、
農
業
生
産
に
か
か
わ
る
議
題
に
加
え
、

地
域
資
源
の
維
持
管
理
に
か
か
わ
る
「
農
道
・

農
業
用
用
排
水
路
の
管
理
」、「
集
落
共
有
財

産
・
集
落
共
有
林
の
管
理
」、「
環
境
美
化
・

自
然
環
境
の
保
全
」
の
各
議
題
で
寄
り
合
い

を
開
催
し
た
集
落
割
合
が
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
　（3）

。
 

そ
こ
で
、
山
間
農
業
地
域
の
農
業
集
落
を

構
成
農
家
数
に
よ
り
区
分
し
、
年
間
13
回
以

上
寄
り
合
い
を
開
催
し
た
集
落
割
合
と
、「
農

道
・
農
業
用
用
排
水
路
の
管
理
」
を
議
題
に

寄
り
合
い
を
開
催
し
た
集
落
割
合
を

2
0
0
0
年
時
と
比
較
す
る
と
（
第
1
図
）
、

13
回
以
上
寄
り
合
い
を
開
催
し
た
集
落
割
合

は
、
農
家
数
が
20
戸
以
上
の
各
区
分
で
高
ま

っ
て
お
り
、
特
に
「
40
戸
以
上
」
で
24
・

6
%
か
ら
30
・
3
%
へ
と
6
ポ
イ
ン
ト
近
く

上
昇
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、「
農
道
・
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（単位：％） 
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資料：2005年農村集落調査結果および2000年農業集落調査の組替集計． 
注．時系列比較のため2000年の値も全域が市街化区域である農業集落を除いた． 

1集落 
当たり 
平　均 
寄り合 
い回数 
（回） 

寄り合 
いを開 
催した 
農　業 
集落数 

主な寄り合いの議題別開催農業集落数割合 
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第１表　農業集落の寄り合い開催状況 
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・集落 
共有林 
の管理 

集落共 
用の生 
活関連 
施設の 
管　理 

集　落 
行事の 
計画・ 
開　催 

環境美 
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過去１年間に開催された寄り 
合いの回数別農業集落数割合 

第１図　山間農業地域における農業集落の寄り合い開催状況 
資料：2000年農業集落調査および2005年農村集落調査の組替集計． 
注．時系列比較のため2000年の値も全域が市街化区域である農業集落を除いた． 
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農
業
用
用
排
水
路
の
管
理
」
を
議
題
と
し
て

寄
り
合
い
を
開
催
し
た
集
落
割
合
は
、
む
し

ろ
小
規
模
な
集
落
ほ
ど
上
昇
度
合
い
が
大
き

く
、「
9
戸
以
下
」
お
よ
び
「
10
〜
19
戸
」

の
集
落
で
は
5
年
前
に
比
べ
7
ポ
イ
ン
ト
前

後
上
昇
し
て
い
る
。
 

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
山
間
農
業
地
域
で

は
、
2
0
0
0
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
「
中

山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
」
を
契
機
と
し

て
、
規
模
の
大
き
な
農
業
集
落
で
は
寄
り
合

い
の
開
催
頻
度
の
増
加
に
よ
っ
て
、
小
規
模

な
農
業
集
落
で
は
寄
り
合
い
の
中
身
の
充
実

に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
農
業
生
産
や
地
域
資

源
の
管
理
を
話
題
に
話
し
合
う
機
会
が
増
え

た
と
推
察
さ
れ
る
。
 

 3
　
地
域
活
性
化
に
向
け
た
 

　
　
集
落
活
動
の
動
向
 

 
ま
た
こ
の
こ
と
は
、
住
民
主
体
で
実
施
さ

れ
て
い
る
農
業
集
落
の
活
性
化
の
た
め
の
活

動
状
況
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
（
第
2

表
）。
10
年
前
と
現
在
の
活
動
状
況
の
違
い
を

地
域
類
型
別
に
見
る
と
、「
高
齢
者
へ
の
福

祉
活
動
」
に
取
り
組
む
集
落
割
合
の
上
昇
度

合
い
が
平
地
農
業
地
域
で
高
い
の
に
対
し
、

「
景
観
保
全
・
景
観
形
成
活
動
」
は
山
間
農

業
地
域
で
の
上
昇
が
目
立
つ
と
と
も
に
、
取

り
組
ん
で
い
る
集
落
割
合
自
体
も
高
い
。
 

そ
こ
で
山
間
農
業
地
域
に
つ
い
て
、
構
成

農
家
数
別
に
「
伝
統
文
化
・
芸
能
の
保
存
」

と
「
景
観
保
全
・
景
観
形
成
活
動
」
の
実
施

状
況
を
見
る
と
（
第
2
図
）
、
両
活
動
と
も
に

構
成
農
家
が
30
戸
を
下
回
る
と
実
施
集
落
割

合
が
急
激
に
低
下
し
、「
9
戸
以
下
」
が
最

も
低
い
実
施
割
合
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

10
年
前
の
実
施
状
況
と
比
較
す
る
と
、「
伝

統
文
化
・
芸
能
の
保
存
」
へ
の
取
組
は
構
成

農
家
数
が
少
な
い
集
落
ほ
ど
実
施
集
落
割
合

の
低
下
度
合
い
が
大
き
く
、「
景
観
保
全
・

景
観
形
成
活
動
」
で
は
構
成
農
家
数
が
大
き

い
集
落
ほ
ど
実
施
割
合
の
上
昇
度
合
い
が
大

き
い
。
 

今
回
の
農
村
集
落
調
査
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
の
内
容
（
実
施
回
数
や
実
施
規
模
な

ど
）
が
10
年
間
で
変
化
し
て
い
る
か
ど
う
か

ま
で
は
調
査
さ
れ
て
お
ら
ず
、
活
動
の
質
の

変
化
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
活

性
化
の
た
め
の
こ
れ
ら
活
動
に
取
り
組
む
農

業
集
落
の
多
く
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
が

継
続
さ
れ
て
い
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
山
間
農
業
地
域
の
小
規
模
集
落
や
長

い
間
転
入
者
が
な
い
集
落
で
は
、
僅
か
ず
つ

で
は
あ
る
が
祭
り
や
伝
統
芸
能
等
の
継
承
が

困
難
に
な
っ
て
い
る
集
落
が
現
れ
て
い
る
こ

と
も
確
認
で
き
る
。
過
去
5
年
間
に
転
入
者

が
な
い
集
落
は
全
体
の
4
割
強
存
在
し
、
山

間
農
業
地
域
で
は
6
割
近
く
を
占
め
て
い
る
。

（単位：％） 

現　在 
実　施 

10年前 
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第2表　活性化のための諸活動を実施している農業集落割合 

平地農業地域 

祭りの開催 伝統文化・ 
芸能の保存 
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の開催 
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29.2

10.0

20.0

9 戸以下 10 ～ 19 20 ～ 29 30 ～ 39 40戸以上 

農業集落の構成農家数 

第2図　山間農業地域における集落活動の動向 

伝統文化・芸能の保存 

資料：2005年農村集落調査の組替集計． 

活
動
実
施
農
業
集
落
割
合
（
%
） 
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中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
に
よ
っ
て
、

景
観
保
全
・
景
観
形
成
活
動
等
が
活
発
化
し

て
い
る
様
子
も
窺
え
た
が
、
農
業
集
落
の
小

規
模
化
に
歯
止
め
を
か
け
な
い
か
ぎ
り
、
今

後
と
も
こ
れ
ら
活
動
が
継
続
さ
れ
て
い
く
保

証
は
な
い
の
で
あ
る
。
 

 4
　
地
域
資
源
管
理
の
 

　
　
現
状
と
動
向
 

 （1）
農
業
関
連
施
設
の
管
理
主
体
 

ま
ず
始
め
に
、
各
施
設
が
存
在
す
る
農
業

集
落
を
対
象
に
、
管
理
主
体
別
の
農
業
集
落

割
合
を
見
る
と
（
第
3
表
）
、
農
道
で
は
「
農

業
集
落
」
が
約
5
割
、「
農
業
集
落
以
外
の

組
織
」
が
約
1
割
、「
農
家
等
に
よ
る
個
別

管
理
」
が
約
3
割
と
い
う
構
成
に
な
る
。
地

域
類
型
別
に
見
る
と
、
平
地
農
業
地
域
で
は

「
農
業
集
落
」
が
管
理
主
体
と
な
っ
て
い
る

も
の
が
半
分
に
満
た
な
い
が
、
農
業
集
落
以

外
の
組
織
が
管
理
主
体
と
な
っ
て
い
る
も
の

が
14
%
あ
り
、
こ
れ
ら
を
加
え
る
と
6
割
を

超
え
る
。
 

一
方
、
山
間
農
業
地
域
で
は
「
農
業
集
落
」

が
管
理
主
体
と
な
っ
て
い
る
割
合
が
54
・

8
%
を
占
め
る
。
ま
と
ま
っ
た
農
地
が
少
な

い
地
形
条
件
下
に
あ
る
中
山
間
地
域
で
は
、

土
地
改
良
区
等
の
資
源
管
理
組
織
が
存
在
し

な
い
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
く
、
そ
の
分
、
農

業
集
落
に
管
理
を
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
状

況
を
反
映
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
 

さ
ら
に
、
用
排
水
路
に
つ
い
て
見
る
と
、

約
6
割
が
「
農
業
集
落
」、
約
2
割
が
「
農

業
集
落
以
外
の
組
織
」
で
管
理
さ
れ
て
お
り
、

「
農
家
等
に
よ
る
個
別
管
理
」
は
2
割
弱
に

過
ぎ
な
い
。
農
道
と
は
異
な
り
、
山
間
農
業

地
域
の
方
が
「
農
業
集
落
」
が
管
理
主
体
と

な
っ
て
い
る
割
合
が
低
く
、
逆
に
「
農
家
等

に
よ
る
個
別
管
理
」
や
「
管
理
し
て
い
な
い
」

割
合
が
平
地
農
業
地
域
に
比
べ
高
い
。
 

と
こ
ろ
で
、
2
0
0
0
年
農
業
集
落
調
査

の
分
析
で
は
、
構
成
農
家
が
少
な
い
小
規
模

農
業
集
落
ほ
ど
農
道
や
用
排
水
路
を
集
落
で

管
理
す
る
割
合
が
低
下
す
る
傾
向
に
あ
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
農
業
集
落
の

小
規
模
化
の
動
き
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
山
間

農
業
地
域
に
つ
い
て
、
今
回
の
調
査
結
果
を

見
る
と
（
図
表
省
略
）、
農
道
、
用
排
水
路

の
管
理
と
も
に
、
そ
の
傾
向
が
よ
り
強
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
加
え
て
、
集

落
以
外
の
組
織
が
管
理
す
る
割
合
も
構
成
農

家
数
が
少
な
い
集
落
ほ
ど
低
く
な
っ
て
お
り
、

特
に
用
排
水
路
で
そ
の
差
は
大
き
い
。
 

し
た
が
っ
て
、
小
規
模
農
業
集
落
で
は
両

施
設
と
も
に
農
家
等
に
よ
る
個
別
管
理
の
割

合
が
高
く
、
構
成
農
家
が
「
9
戸
以
下
」
の

集
落
で
は
農
道
で
約
4
割
、
用
排
水
路
で
約

3
割
の
集
落
が
個
別
管
理
と
な
っ
て
お
り
、

管
理
す
ら
さ
れ
て
い
な
い
集
落
も
そ
れ
ぞ
れ

1
割
弱
存
在
す
る
。
集
落
に
お
け
る
構
成
農

家
数
の
減
少
は
、
こ
れ
ら
施
設
の
管
理
を
組

織
的
に
対
応
す
る
こ
と
を
困
難
と
し
、
個
々

の
農
家
へ
の
負
担
を
強
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

（単位：％） 

〈参考〉 
 

農　業 
集落で 
管　理 
 

（2000年） 

100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

100.0

62.3 

63.0 

61.1 

79.4 

84.1 

72.3

51.9 

49.0 

54.8 

60.5 

63.0 

58.6

46.6 

44.0 

50.4 

51.8 

54.6 

50.7

5.3 

5.0 

4.4 

8.6 

8.4 

7.9

10.4 

14.0 

6.2 

19.0 

21.2 

13.7

0.8 

0.6 

0.7 

10.6 

9.8 

8.9

5.0 

7.5 

2.2 

6.6 

10.1 

2.8

4.6 

5.9 

3.4 

1.8 

1.3 

2.0

30.8 

30.8 

32.8 

16.9 

13.3 

23.6

6.9 

6.2 

6.2 

3.7 

2.6 

4.0

65.2 

62.0 

66.1 

78.4 

79.6 

74.8

平地 

山間 

平地 

山間 

資料：2005年農村集落調査および2000年農業集落調査． 
注．時系列比較のため2000年の値も全域が市街化区域である農業集落を除いた． 
　　なお，〈参考〉として示した2000年の「農業用用排水路」は「ため池」を含んでいる． 

第3表　農業関連施設の管理主体 

土　地 
改良区 

小  計 

管　理 
し　て 
いない 

農家等 
による 
個　別 
管　理 
（数戸の 
共　同 
を含む） 

農業集落等の組織で管理 

市町村 
・ 

その他 

農業集落以外の組織 

水  利 
組  合 

複数の 
農　業 
集　落 

全　国 

計 

農 業 集 落 

小  計 

全　国 

農　道 

農業用 
用　排 
水　路 

当該施 
設があ 
る農業 
集落数 当  該 

農業集 
落のみ 
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（2）
農
業
関
連
施
設
の
管
理
状
況
 

つ
ぎ
に
、
農
業
集
落
ま
た
は
水
利
組
合
で

農
道
お
よ
び
用
排
水
路
を
管
理
し
て
い
る
集

落
に
つ
い
て
、
そ
の
具
体
的
な
管
理
状
況
を

見
る
と
、
興
味
あ
る
結
果
が
散
見
さ
れ
る
（
第

4
表
）。 

第
１
は
、
共
同
作
業
へ
の
出
役
義
務
を
「
土

地
持
ち
非
農
家
」
に
課
し
て
い
る
農
業
集
落

が
全
体
で
も
5
割
程
度
で
あ
り
、「
非
農
家
」

に
ま
で
義
務
を
課
し
て
い
る
集
落
割
合
と
の

差
が
10
ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
し
か
な
い
こ
と
で
あ

る
。
特
に
、
山
間
農
業
地
域
に
お
い
て
は
、

用
排
水
路
の
管
理
に
お
い
て
土
地
持
ち
非
農

家
に
出
役
義
務
を
課
し
て
い
る
集
落
割
合
が

44
・
5
%
と
低
く
、
か
つ
、
出
不
足
金
を
徴

収
し
て
い
る
集
落
も
３
分
の
１
強
と
少
な
い
。

農
業
か
ら
リ
タ
イ
ア
し
た
跡
継
ぎ
不
在
の
高

齢
者
世
帯
が
増
加
し
て
い
る
同
地
域
で
は
、

労
働
強
度
の
大
き
い
こ
れ
ら
共
同
作
業
に
従

事
で
き
な
く
な
っ
た
農
地
所
有
者
が
出
現
し

て
い
る
と
も
推
察
さ
れ
る
が
、
こ
の
点
は
さ

ら
に
詳
細
な
分
析
を
行
う
必
要
が
あ
ろ
う
。
 

第
２
は
、
こ
れ
ら
共
同
作
業
に
係
る
費
用

や
資
材
の
助
成
を
受
け
て
い
る
集
落
割
合
は
、

農
道
の
管
理
で
も
4
割
程
度
に
過
ぎ
ず
、
用

排
水
路
で
は
約
３
分
の
２
の
集
落
が
ど
こ
か

ら
も
支
援
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
助
成
を
受
け
て
い
る
集
落
割
合
に
地

域
類
型
間
の
大
き
な
差
違
は
な
い
が
、
助
成

し
て
い
る
機
関
を
見
る
と
、「
市
町
村
」
を

除
い
て
、
平
地
農
業
地
域
で
は
「
土
地
改
良

区
」
、
山
間
農
業
地
域
で
は
「
協
定
集
落
」

（単位：％） 

農　家 
土地持ち 
非農家 

非農家 
水 利 
組 合 

協 定 
集 落 

土　地 
改良区 

市町村 

100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

100.0

98.8 

97.9 

99.3 

99.0 

98.6 

99.4

55.1 

53.7 

55.6 

48.8 

51.9 

44.5

43.4 

41.1 

45.2 

36.5 

39.7 

34.2

平 地 

山 間 

平 地 

山 間 

資料：2005年農村集落調査． 
注．農業集落等には，管理主体が「水利組合」のものを含む． 

助　成 
措　置 
がある 

共同作業への出役義務（MA） 

第4表　農業集落等による農業関連施設の管理状況 

農　道 

農業集落 
等で管理 
している 
集 落 数 

出不足 
金を徴 
収して 
い　る 

農業用 
用　排 
水　路 

全　　国 

全　　国 40.2 

40.5 

33.7 

42.4 

43.7 

35.6

40.8 

41.6 

42.5 

33.9 

35.2 

33.3

0.6 

0.5 

0.5 

3.4 

4.0 

2.2

11.6 

5.1 

21.8 

8.5 

3.7 

17.4

4.0 

7.6 

1.0 

8.5 

15.0 

2.8

22.9 

26.6 

17.7 

11.4 

10.5 

9.2

増 加 減 少 増 加 減 少 

3.6 

3.4 

3.6 

3.6 

3.6 

3.4

29.3 

31.0 

22.6 

31.0 

32.4 

22.5

3.6 

3.5 

3.8 

3.5 

3.5 

3.7

12.9 

11.9 

13.7 

12.5 

12.5 

12.6

2.3 

2.2 

2.8 

1.6 

1.3 

2.5

5.1 

5.7 

4.7 

4.2 

3.9 

4.4

3.2 

4.1 

2.0 

3.3 

4.0 

1.7

19.4 

17.4 

23.9 

18.5 

16.0 

23.7

資料：2005年農村集落調査． 

１ 回 
当たりの 
作業時間 
（時間） 

１人当た 
りの年間 
作業時間 
（時間） 

作業延べ 
回　　数 
（回） 

第5表　共同作業の作業量等 

１農業集落当たりの作業実施状況 

作業回数 作業人数 

５年前と比べ作業量が変化し 
た農業集落数割合（％） 

１ 回 
当たりの 
参加人数 
（人） 

平 地 

山 間 

平 地 

山 間 

農　道 

農業用 
用　排 
水　路 

全　　国 

全　　国 
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の
割
合
が
比
較
的
高
い
。「
協
定
集
落
」
と

は
2
0
0
0
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
中
山
間
地

域
等
直
接
支
払
制
度
に
基
づ
く
集
落
協
定
の

こ
と
で
あ
る
が
、
土
地
改
良
区
や
市
町
村
か

ら
の
助
成
が
少
な
い
中
山
間
地
域
、
特
に
山

間
農
業
地
域
で
は
、
こ
の
制
度
か
ら
の
助
成

を
加
え
て
や
っ
と
平
場
並
み
の
助
成
水
準
に

あ
る
と
言
え
る
。
 

 
（3）
共
同
作
業
の
作
業
量
 

で
は
、
こ
れ
ら
農
業
関
連
施
設
の
共
同
作

業
に
年
間
ど
れ
だ
け
の
労
力
が
費
や
さ
れ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
第
5
表
は
、
農
道
と
用

排
水
路
別
に
1
年
間
の
作
業
量
と
5
年
前
か

ら
の
変
化
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
両

施
設
と
も
に
半
日
程
度
の
作
業
が
年
間
3
〜

4
回
実
施
さ
れ
て
お
り
、「
作
業
延
べ
回
数
」

と
「
1
回
当
た
り
の
作
業
時
間
」
に
関
し
て

は
地
域
類
型
間
の
違
い
は
さ
ほ
ど
見
ら
れ
な

い
。
両
地
域
で
異
な
る
の
は
「
1
回
当
た
り

の
参
加
人
数
」
で
あ
り
、
小
規
模
な
農
業
集

落
が
多
い
山
間
農
業
地
域
で
は
平
地
農
業
地

域
に
比
べ
用
排
水
路
の
共
同
作
業
で
10
人
程

少
な
い
。
ま
た
、「
1
人
当
た
り
の
年
間
作

業
時
間
」
も
山
間
農
業
地
域
の
方
が
や
や
多

く
、
農
道
と
用
排
水
路
を
合
わ
せ
れ
ば
年
間

26
時
間
（
3
日
以
上
）
を
地
域
資
源
の
管
理

に
費
や
し
て
い
る
計
算
と
な
る
。
 

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
共
同
作
業
が
質
的
に
変

化
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
、
5
年
前
の
作
業

量
と
の
比
較
か
ら
見
る
と
、
作
業
回
数
が
減

少
し
た
農
業
集
落
は
1
割
に
も
満
た
ず
、
多

く
の
農
業
集
落
で
作
業
実
施
回
数
に
大
き
な

変
化
は
な
い
。
一
方
、
参
加
人
数
に
つ
い
て

見
る
と
、
減
少
し
た
農
業
集
落
が
2
割
近
く

存
在
し
、
特
に
山
間
農
業
地
域
で
こ
の
割
合

が
高
い
。
共
同
作
業
へ
の
参
加
人
数
が
減
少

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
作
業
回
数
に

変
化
が
な
い
状
況
は
、
必
然
的
に
１
人
当
た

り
の
作
業
量
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
意
味

し
て
お
り
、
今
後
農
家
数
の
減
少
が
一
段
と

進
む
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
数
少
な
い
農
家
に

よ
り
一
層
の
負
担
が
か
か
っ
て
く
る
こ
と
を

予
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
 

 5
　
お
わ
り
に
 

 
2
0
0
5
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
農
村
集

落
調
査
の
分
析
か
ら
、
地
域
資
源
の
保
全
・

管
理
を
中
心
に
、
農
業
集
落
の
機
能
や
共
同

活
動
の
現
状
お
よ
び
動
向
を
見
て
き
た
。
農

業
集
落
の
小
規
模
化
が
進
行
す
る
中
で
、
集

落
機
能
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
が
、
寄

り
合
い
の
開
催
状
況
（
開
催
回
数
や
議
題
）

に
は
大
き
な
変
化
は
な
く
、
む
し
ろ
山
間
農

業
地
域
で
は
、
規
模
の
大
き
な
農
集
落
で
は

寄
り
合
い
の
開
催
頻
度
の
増
加
が
、
小
規
模

な
集
落
で
は
寄
り
合
い
の
中
身
の
充
実
が
窺

え
た
。
同
地
域
で
は
、
景
観
保
全
や
景
観
形

成
活
動
に
取
り
組
む
集
落
割
合
も
高
ま
っ
て

お
り
、
2
0
0
0
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
「
中

山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
」
の
効
果
と
推

測
さ
れ
た
。
 

し
か
し
、
依
然
と
し
て
構
成
農
家
数
が
少

な
い
農
業
集
落
ほ
ど
寄
り
合
い
の
開
催
回
数

が
少
な
く
、
各
種
活
動
へ
の
取
り
組
み
の
割

合
も
低
い
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
構
成
農

家
が
9
戸
以
下
の
農
業
集
落
に
お
い
て
は
、

他
の
集
落
と
の
顕
著
な
活
動
状
況
の
違
い
が

あ
っ
た
。
農
業
集
落
の
小
規
模
化
は
、
確
実

に
集
落
機
能
の
低
下
を
促
進
し
、
集
落
の
共

同
活
動
の
困
難
化
へ
と
結
び
つ
い
て
い
る
の

で
あ
る
。
 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
農
道
を
有
す
る

集
落
の
約
5
割
、
用
排
水
路
を
有
す
る
集
落

の
約
6
割
が
集
落
の
共
同
作
業
に
よ
っ
て
こ

れ
ら
施
設
を
維
持
・
管
理
し
て
お
り
、
両
者

の
管
理
作
業
を
合
わ
せ
る
と
、
1
人
当
た
り

年
3
日
以
上
の
出
役
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
共
同
作
業
に
参
加
す
る
人
数
が
減
少
し

た
集
落
が
2
割
近
く
存
在
す
る
の
に
対
し
、

作
業
回
数
が
減
少
し
た
集
落
は
ご
く
僅
か
し

か
な
く
、
残
さ
れ
た
農
家
へ
の
負
担
が
よ
り

一
層
大
き
く
な
っ
て
い
る
様
子
が
窺
え
た
。
 

「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
」
に
よ

る
集
落
協
定
に
基
づ
き
直
接
的
に
共
同
作
業

へ
の
助
成
を
受
け
て
い
る
集
落
が
山
間
農
業

地
域
で
も
僅
か
2
割
程
度
に
過
ぎ
な
い
こ
と

を
鑑
み
れ
ば
、
2
0
0
7
年
度
か
ら
新
た
に

実
施
さ
れ
た
「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上

対
策
」
を
活
用
し
、
土
地
持
ち
非
農
家
は
も

と
よ
り
、
農
地
を
所
有
し
な
い
非
農
家
世
帯

を
も
取
り
込
ん
だ
共
同
作
業
の
体
系
を
構
築

し
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
の
大
き
な
課
題
と

な
ろ
う
。
 

 

注
（1）
橋
詰
登
（
2
0
0
6
）「
農
業
集
落
の
変
容
が
農
村

地
域
社
会
に
及
ぼ
す
影
響
ー
1
9
9
0
ー

2
0
0
0

年
農
業
集
落
調
査
の
構
造
動
態
分
析
ー
」、『
行
政

対
応
特
別
研
究
〔
農
村
集
落
〕
研
究
資
料
第
1
号
』、

農
林
水
産
政
策
研
究
所
を
参
照
。
 

　
（2）
2
0
0
0
年
農
業
集
落
調
査
と
今
回
セ
ン
サ
ス
に

お
け
る
農
村
集
落
調
査
は
、
①
2
0
0
0
年
ま
で

調
査
対
象
外
で
あ
っ
た
「
農
家
点
在
地
」
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
、
②
集
落
の
全
域
が
市
街
化
区
域

で
あ
る
農
業
集
落
が
除
外
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
③

新
潟
中
越
地
震
の
被
災
地
集
落
が
含
ま
れ
て
い
な

い
こ
と
に
加
え
、
農
業
集
落
と
農
家
点
在
地
と
の

判
別
基
準
と
な
る
「
集
落
機
能
」
の
解
釈
が
変
更

さ
れ
て
い
る
た
め
、
厳
密
な
接
続
は
不
可
能
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
時
系
列
的
な
設
問

が
な
さ
れ
て
い
る
調
査
項
目
や
組
替
集
計
結
果
等

を
用
い
た
農
村
集
落
調
査
単
体
で
の
分
析
が
中
心

と
な
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
農
業
集
落
調
査

と
継
続
し
て
い
る
調
査
項
目
に
つ
い
て
は
、
平
地

農
業
地
域
と
山
間
農
業
地
域
で
の
集
落
変
化
の
違

い
等
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
主
眼
に
、
地
域
属

性
間
の
比
較
に
前
述
の
①
〜
③
に
対
応
す
る
処
理

を
施
し
た
2
0
0
0
年
農
業
集
落
調
査
の
抽
出
結

果
を
用
い
検
討
し
た
。
 

　
（3）
寄
り
合
い
の
議
題
に
つ
い
て
は
、
2
0
0
0
年
農

業
集
落
調
査
と
2
0
0
5
年
農
村
集
落
調
査
で
設

問
が
微
妙
に
異
な
る
。
特
に
、「
農
業
生
産
関
連
」

の
項
目
に
つ
い
て
は
、
今
回
調
査
で
は
一
括
設
問

さ
れ
て
い
る
が
、
2
0
0
0
年
調
査
で
は
「
基
盤

整
備
の
実
施
」、「
永
田
転
作
の
実
施
」
の
二
つ
だ

け
が
設
問
さ
れ
て
お
り
（
本
分
析
で
は
、
い
ず
れ

か
を
議
題
と
し
て
取
り
上
げ
た
集
落
を
「
農
業
生

産
関
連
」
と
し
て
い
る
）、
こ
れ
ら
以
外
の
農
業
生

産
に
関
す
る
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て
い
る
集
落
が

あ
っ
た
と
し
て
も
こ
こ
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
本
項
目
に
つ
い
て
は
、
今
回
調
査

の
方
が
若
干
高
め
の
集
落
割
合
と
な
っ
て
い
る
。
 

 




